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C －65  メ体升形の非対穂 怖(  第I 恨 ）　序威^ 手掌生にっ い て

鹿 児島県瓦短大　ｏ 茅 野艶子　？ 既知寛子

目的　 人体ﾀﾄ 引 こお丿 る対襖 僕.の仰蔓､こついて、左右・ 測度l 計 高し、非裡稗 剛ヽ こ

関 する個体差 ・年令差 ・ 絃差-  環境左 なC  {こついて雅計 右試み、左石差 ダ)もつ危味 色

彦察 する． 冷回|よ健康 なす チ学^ 価

tこついて観 察し瓦,

方蔵　 計剛 用具一よ、 マ心ナン人体湖東-M.  試背し7ご直向尺 ＆らび に体 璽計2 置□5使

用し知 研 屯頂 恥よ、長径 川恂目（ 身長 、頚碑舵 肩 峰高 、中指足 高、 こ前掲骨秤高

ヽ 貯ill高. 足長、脇胴 囲M､ 亀 腕の長さ. 左 頭駝　 脇丈矢　 周径 ６項日（ 胸 囲、聊 涸

、揉 茜、頒 什蔀 囲、腕 仲保圈 、争く（/ヽ 岡) 、 幅径3  項目（ 肩 諌 幅、瓦頭閤'W^. 胴郡碩

径 蛸 肩 傾斜 角度 、片銅休 載 木 平面 に£ヽけ5 後正 中 線 からダ）匝離ヨ項目(  時系唐 離

、脇胴岡庁､臣 離、肩 峰､や､証 離 ）で`ぶ§．被 擦焉 の脊勢､ま、安静直五-姿勢に よg ． 片剰

伴奎の測定 は,    2／両・ 発 璽計 芒併 置レ 両序 奎計の外側 足 型L  るし ﾀ）゙上 に被検焉 の片

足r つ 右の"tt: 了£E  tt 姿勢を正し てから測定 町 予るっμ ．後ｴ 一千･線ヵ弓 の距離の測

定方ii. は、 易 い じヽ め足型あ’よ岡1 線( 左石の 庄がべI 肆 ぶI 線 ）乞記しμ ケント吹（

個 需 ）モ計測 合」ﾆにーii?.　 その-t ･こ被 検看 モ立雇-tr こ各 部ii *ヽ らの兪直投 影点､どえ 入

レ 後エ甲線 と茎線 との 交点､からの謳離Ｅ計測し乙

結 果 肩 峰 高でIS 、a 右同本の頻度 吽斗外　βく 左 砂丿 芦,   石ン£3い7 戸 で≒必5 ．

肩 鶴軒 角々 て丿ま、澱 検者 の紗ぼ'A  ､こと右息 叫みられ、石肩 下りのi の(こ左石差のX､?

い個体 か順 £つ 、 片側体 皇 で’は、被検看の約 肋かこ左石の纏') ダぷら九る、

C-66   妊産婦 の体 型につしゝ て　（ 第入報 ）　一妊ル婦 の身体ふ部寸法一
広あ-r抑え友短大　藤IB 弟 多　和 田みどク　広島t.化女灯大　 〇谷ム知 芙

目的　被暖i 禎成す% ためにlよ、 それおかflす心人・%  本各郡寸法､ｋ発育傾向 およ

ｙ体型など左正 匹 把握す5 少要 祠ある・ そこ乙これらの基礎資料と得5  :: 乙i  i 的

とI X 、 現をi いこ率～u 才のic子£計測L . 検討丿 声た。今回It体型の気化の大
f あ 心斡i.婦i 対象とレ、 その徊本香部寸法t 体､型の研 苑と試みT- 。
方法　昭知低率1 月ヵヽらW 午l 月i t-･のII カ月問に. ぷ 必市内准住の妊娠3 ヵ月々ヽ

ら＼心 肌 産後I ヵ月の牡
す項か±、長径・周径 ‥幅眼･ 厚径･ 体 角項a   およt^娘 隻。計ｎ項 目t･,   そ・ うち特

に妊娠､r よい
緒 果
I .    妊婦・）I体T-支化の% レ 項ヽa  lよ、前胴乱　全前丈、股上前復乱　胴・眺ll.
胸･ 桟仰に肉係のあい司・厚後項a  およu 体 載r-あＥ

2. 胸・腹仰肉係り周径項目T' Iよ, 幅径よI) 厚 挫心勃ロカり わめて大i-･ある。
3.　身長に対すり か 腹部肉係項a  ・ 示軟値､よ、月紅お進 もl-~っれ大､むな５傾lか

ある、
牛、　身長£分別冴､枚値I- X らと、妊婦 の体型気化バ 芽長 の低 い毛のに、より践1沁

みられi）。
乱　産後し い こおいて暖元手の両い項釦ま、前胴葡■ 腹 降など漣 、低 い項目I*.

胸 および博 却仰 系項S  r･あ 石。


